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ボーリング柱状図
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上部10cm間、有機質火山灰土，以
深は礫混り粘土から成り、軟質で
ある。

GL-2.35mまでは新鮮さが感じられ
、長さ5～50cmの棒状コアで採取
される。

以深、亀裂が多く、特にGL-
2.35～2.70m間には網目状クラッ
クが存在し、割れ目に沿う粘土化
が顕著で岩片自体もやや脆い。
稀にφ5～10mmの火山礫を混入し
ている。

GL-3.1m以深、割れ目沿いに風化
による変色が見られるが、岩体自
体の極端な硬度劣化は無い。
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